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はじめに 御浜町におけるミカン栽培

・温暖な気候と砂礫質の排水性の良い土壌

・国営農地開発事業（昭和50年）

➡「年中みかんのとれるまち」に

御浜町

カンキツ栽培面積
560ha

ウンシュウミカン
432.5ha

極早生
ミカン

246.5ha



はじめに カンキツの高品質化

表面シートマルチと点滴灌水
＋

遮水シート

「シールディング・マルチ栽培」

遮水シート
50cm雨水流入遮断

根域を制限

カンキツ栽培の高品質化

糖度・酸度・サイズ・外観など

➥肥料・水ストレス



はじめに 吸水域 根域に対する灌水域 吉田ら(2014)より

約95％の細根が分布

10cm

30cm

細根域を灌水
⇩

樹の生育を害さず，
適度な水ストレスを付与

シールディング・マルチ栽培
導入1年目の土壌水分変化を

明らかにする

• 現場観測：S.マルチ栽培，

マルドリ方式の比較

• 土壌水分変化の予測：

根の吸水モデル

目的

シールディング・マルチ栽培を
導入すると？

細根が多く分布

（シールディング・マルチ栽培）



観測圃場 御浜町志原地区

★

★

Sマルチ区

マルドリ区

品種：味一号（樹齢12年）
S.マルチ栽培 1年目
（2月28日に施工）
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粒径加積曲線

20cm深までに細根が多い

砂礫質土
透水性が高い

2026年1月13日観察



センサー設置 2月28日
Sマルチ区マルドリ区

潅水チューブ

10cm

25cm

45cm

遮水シート
50cm

10cm

25cm

45cm

気象計測ユニット

土壌水分センサ

赤外放射温度計

2m

水ポテンシャルセンサ



数値計算 根の吸水
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可能蒸散速度を
各深さの吸水に分配

Tp/Sp: 可能蒸散・吸水速度（＝最大の蒸散・吸水）
Ta/Sa: 実蒸散・吸水速度（＝実際の蒸散・吸水）



結果 現場観測
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Sマルチ区
下層部も含水率低

根域外からの流入×
↑遮水シートの効果

乾燥状態 土壌水分より
Sマルチ区は

水ストレスがかかる
状態

マルドリ区
下層部：降雨の影響で

高い含水率

6/15  6/29    7/13    7/27    8/10    8/24     9/7

6/24～ マルチ展開

7/23～ 灌水開始

測定範囲外で推移



結果 品質評価・群落温度

品質調査 平均糖度(%)
Sマルチ区 9.9
マルドリ区 9.4

Tcmin：非ストレス条件下の温度

➡差はわずか

Tcminと同等の温度
➡可能蒸散速度で
蒸散が生じていた？

土壌は乾燥状態だが，
樹はストレスを

受けていない可能性



数値計算 計算条件

:吸水強度分布

下端：自由排水

期間：8月29日～30日

-16,000 cm

-5,000 cm

20cm

60cm

可能蒸散速度
（気象データより）

S.マルチ栽培では，根はどこから吸水しているのか？



結果 補填吸水あり

補填吸水なし
Spよりも小さい吸水
➡Ta＜Tpより，
水ストレスを受けている

Ta：実蒸散速度 Tp：可能蒸散速度

29日12時

30日12時 補填吸水あり（ωc＝0.1）
下層でSpよりも大きい吸水

Ta＝Tpより，
水ストレスを受けていない

湿潤な下層から重点的に吸水し，
水ストレスを受けなかった



まとめ

【シールディング・マルチ栽培導入1年目の土壌水分変化を明らかにする】

目的

現場観測：遮水シートで低い水分量に保たれ，

土壌は乾燥状態だった

数値計算：表層が乾燥していても湿潤な下層から

吸水することで，水ストレスを受けていない状態を再現

根の分布やそれにともなう水ストレス状態の変化を経年的に観測していく

S.マルチ栽培導入 1 年目では，
50 cm 深付近まで細根が確認され下層からの吸水が予測された


